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適応行動とは？



Q1.適応行動とは？不適応行動とは？

• 社会的、職業的、または他の重要な領域において、機能的・自立的に行動
すること。

• 日常生活を安全かつ自立的に送るために必要となる年齢相応のスキル

• 具体的には、食事、身だしなみ、掃除、お金の管理、仕事、友人関係、社会
的スキルなど

適応行動

• ストレスへの不適切な対処行動として表れ、非機能的・非生産的な結果を
もたらす行動

• 自傷、引きこもりなどの内在化問題と攻撃、非行、犯罪などの外在化問題

不適応行動



適応行動と不適応行動：
生物学的基盤に基づく行動症状がそのまま適応・不適応

となるのではない。環境との相互作用。

環境



例えば、自閉スペクトラム症の子
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Ｑ２：

今までも、学校などの教育機関・
医療機関などでは知能検査をして
知能指数（IQ）を調べてきました。

なぜ、それだけでは不十分なので
しょうか？



適応行動と知的機能や知能検査の関係

• 知能検査は、知能や知的な領域の認知特徴を調べるものであって、
日常生活における行動を調べるものではない（そもそも調べることが
できない）。

• 現在、知能検査の下位尺度の凸凹から発達障害かどうかを判断する
ような間違った使い方も散見される。

⇨ については症状の把握を行うべきであり、支援に必要な情報は

学業なら学業、適応状況であれば適応行動から把握すべきである。



知的機能と適応行動は異なる

知的機能

• 見る、聞く、話す、覚える、考える、
など

• 情報処理能力

適応行動

• セルフケア、社会性、コミュニ
ケーション、学習や仕事、余暇
など

• 環境におけるニーズを自己調整
するスキル



適応行動と発達特性
発達特性を調べる検査との関係

• 自閉スペクトラム症:ADI-RやＡＤＯＳ等が診断・評価のゴールドスタン
ダードとされ、わが国でもスクリーニング的な意味でPARS-TRなどが
実施されている。しかし、検査で示される重症度が適応状況に直結す
るわけではない（Klin etc. )

• ADHDの検査であるADHD-RSやCAARSなどのスクリーニングや
Conners-3、 CAADIDも同じことが言える。SLD の検査でも同じ。

⇨発達特性やその重症度が、適応にそのまま反映するわけではない。
やはり適応行動の検査が必要。



アセスメントから支援へ

• 知的障害や発達障害の場合、医療機関でできることはあまりない
（診断と二次障害への薬物療法やADHDへの薬物療法など）。

• 実際の支援は、保育・教育・福祉のなかでの日常的な行動上の支援
が主体となる。それらの異なる分野を通した共通言語を、客観的に
どう位置付けるのかが重要。

• 適応行動による把握は、実際に何がどのくらいできているのかを
把握することなので、そのまま支援につなげることができ、異分野との
共通言語になりうる。



日本における適応行動のアセスメント

• 日本では発達障害児者の臨床・研究において適応行動を評価する習慣が
根づいておらず、知能検査や性格検査によるアセスメントが主流となってきた。

• 適応行動についての尺度は数少なく、全年齢に利用可能な尺度は開発
されてこなかった。

• 新版S-M社会生活能力検査（三木、 1980）（改訂：上野・名越、 2016）：1～13歳

• ASA旭出式社会適応スキル検査（肥田野、 2012）：幼稚園～高校

• 不適応行動の評価にはCBCL、SDQ、ABC-Jなどの質問紙尺度が利用
されているが、面接形式で信頼性・妥当性の確認された尺度はない。



Vineland-II適応行動尺度



日本版Vineland-II（ヴァインランド）
適応行動尺度

日本文化科学社「日本版Vineland-II
適応行動尺度」
マニュアル、記録用紙の画像

日本文化科学社より許可を得て掲載



Vineland適応行動尺度第二版（Vineland-II）

• Vineland適応行動尺度(VABS; Sparrow、 Balla & Cicchetti、 1984)の改訂版と
してSparrow、 Cicchetti & Balla (2005)によって開発された

• 適応行動の代表的なアセスメントツールとして、国際的に広く利用されている

• ０歳から９２歳までの対象に利用できる

• 不適応行動も調べられる

• 用途
• 知的障害や発達障害の医学的診断の補助
• 介入や特別支援教育などの必要性の判定
• 介入計画や教育方針の策定・実施後の効果判定
• 知的障害、発達障害、精神疾患、乳幼児の発達などの研究



Vineland−IIでの適応行動評価

1. 適応行動は、それぞれの年齢で重要となるものが異なる

2. 適応行動の評価は、個人が関わる環境の期待や基準によって変化する

3. 適応行動は、環境の影響および支援効果などによって変容する

4. 適応行動の評価は、行動そのものを評価するものであり、
個人の可能性を評価しない

適応行動：個人的・社会的充足を満たすの
に必要な日常生活における行動



領域 下位領域
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遊びと余暇

コーピングスキル

運動スキル領域
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微細運動
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その他
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オプション3歳～

1歳〜

1歳〜
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総合点

不適応
行動指標



Vineland-IIの構成

• 適応行動（385項目）
• コミュニケーション領域（99項目）

• 受容言語：他者の話に注意を向ける、聞く、理解する
• 表出言語：話し言葉で意思を伝える
• 読み書き：文字や文章を読む、書く（3歳以上）

• 日常生活スキル領域（111項目）
• 身辺自立：食事、衣服の着脱、衛生に関する行動
• 家事：手伝い、家事
• 地域生活：時間、お金、電話、コンピュータなどの管理と使用



Vineland-IIの構成

• 適応行動（つづき）
• 社会性領域（99項目）

• 対人関係：他者との関わり方
• 遊びと余暇：遊び、余暇の過ごし方
• コーピングスキル：他者に対する責任感や気配り

• 運動スキル領域（76項目；0-6歳と50歳以上のみ）
• 粗大運動：腕や脚を使った大きい運動
• 微細運動：手や指を使った細かい運動

• 不適応行動（50項目）
• 内在化問題：ストレスを自分自身に向ける不適切な行動
• 外在化問題：ストレスを他者に向ける不適切な行動
• その他：上記以外の不適切な行動
• 重要事項：臨床的に重要で深刻な不適応行動



日本文化科学社「日本版Vineland-II適応行動尺度」記録用紙、表紙より改変転載
日本文化科学社より許可を得て転載



検査施行の概要
• 検査用紙：面接調査フォーム記録用紙
• 評価対象者：知的障害、発達障害、精神障害、身体障害、

定型発達など制限なし
• 評価対象者適用年齢：0～92歳
• 回答者：親や養育者など対象者をよく知る者
• 検査方式：半構造化面接
• 実施時間：20～60分
• 評価点
２：自立して行っている
１：部分的あるいは時々行っている
０：やっていない の３段階で評定



結果の概要

適応行動総合点：平均（M）=100、標準偏差（SD
）＝15

領域 標準得点：コミュニケーション、日常生活ス
キル、社会性、運動スキル領域： M=100、SD＝15

下位領域 v-評価点：M=15、SD=3

不適応行動領域：不適応行動指標・内在化問題・

外在化問題： v-評価点： M=15、SD=3、重要項
目：行動の頻度（粗点2、1）、強度（S、M）

適応水準、相当年齢、スタナイン、強みと弱み、

対比較

標準化における統計
的処理はWISCやWAIS
と同じであり、
従ってIQと比較する
ことができます。



知的機能と適応行動

知的機能

• 見る、聞く、話す、覚える、考える、など

• 情報処理能力

↓
Wechsler式
知能検査

（知能検査ＩＱ）

適応行動

• セルフケア、社会性、コミュニケーショ
ン、学習や仕事、余暇など

• 環境におけるニーズを自己調整する
スキル

↓
Vineland-II適応行動尺度

（適応行動総合点）



日本文化科学社「日本版Vineland-II
適応行動尺度」マニュアル、
43ページより転載

日本文化科学社より許可を得て転載



Vineland-IIの結果の図

日本文化科学社「日本版
Vineland-II適応行動尺度」
マニュアル、
47ページより一部転載

日本文化科学社より許可を
得て転載



日本文化科学社「日本版
Vineland-II適応行動尺度」
マニュアル、
47ページより改変転載

日本文化科学社より許可を
得て転載



項目は具体的で、短期の支援目標にもできる

日本文化科学社「日本版
Vineland-II適応行動尺度」
記録用紙、
11ページより改変転載

日本文化科学社より許可を
得て転載



結果の見方

６．不適応行動について考える。

５．プロフィールの凹凸と実際の行動を関連して考える。

４．領域標準得点のパターンや下位領域のｖ評価点の
パターンを評価し、強みと弱みを見る

３．下位領域におけるパフォーマンスを見る

２．適応行動領域におけるパフォーマンスを見る

１．全般的な適応機能を見る（IQと比較して見る）
•支援に
おいては
各項目を
見ていく
ことが
重要！！



Vineland-IIから支援へ
目標を立てる時の注意点

• 知的能力や発達特性、環境を踏まえながら、結果を
総合的に考える

• 項目のうち、部分的にできている、時々するという
評価のある「１」の項目について短期目標を立てる
と無理がない。

• 優先順位をつける（一度に多くの目標を立てない）。



Vineland-IIから支援へ

• 架空事例：11歳男児
WISC-IV
FIQ:97

Vineland-II
適応行動総合点：２５



身辺自立の下位領域から短期目標を立てると
すると、部分的にできている「１」の項目で目標
を作ると無理がない。

日本文化科学社「日本版
Vineland-II適応行動尺度」
記録用紙、
11ページより改変転載

日本文化科学社より許可を
得て転載



目標の例



Vineland-II適応行動尺度のまとめ

• セルフケア、社会性、コミュニケーション、学習や仕事、余暇など環境におけ
るニーズを自己調整するスキルである適応行動を調べることのできる検査。
適応行動総合点は、ウェクスラー系知能検査のIQと比較が可能である。

• 評価対象：知的障害、発達障害、精神障害、身体障害など制限がなく、
適用年齢は0～92歳と幅広い。

• 回答者：親や養育者など対象者をよく知る者
• 検査方式：半構造化面接、実施時間：約20～60分
• 結果から、適応行動の全体的な水準から求められる他、領域標準得点、
下位領域のv評価点、適応水準、強みと弱みなどが求められる。

•適応行動以外に不適応行動についても評価できる。
•結果から総合的に考えて、支援目標を考えていくことができるが、
特に項目から短期の支援目標を効果的に立てることができる。
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